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餌料生物としての珪藻Ｃ〃似oce川ｓｊ叩ﾉｅｘ

のビタミンＢ群について

金沢昭夫＊

OntheVitaminBofaDiatom,Ｃ７ｉ〃0"伽sj”“astheDiet
fbrtheLarvaeofMarineAnimals

ＡｋｉｏＫＡＮＡｚＡｗＡ＊

Abgtract

ThevitaminBcontentsofadiatom,Ｃﾉhae/Occr0ssi”ﾉCxOsTENFELDvar．‘αﾉc"γα"sPAuLsEN，asthe

dietfbrthelarvaeofmarineanimalshavebeenmeasuredbyamicrobiologicalmethod(Table３)．

ThevitaminBcontentsofChae/0“γOssi岬伽wereascertainedtoberichgenerally、Incomparison
withChIo7C"α，theonehavingthehighestvitamincontentsinalgae,itwasfbundthatthecontentsof
thiamine，riboHavin，nicotinicacidandfblicacidinCﾙα“0〃γＯＪｗｅｒｅｌｏｗｅｒｔｈａｎｉｎＣｈＩｏγβ"α，but

vitaminＢ６ａｎｄｖｉｔａｍｉｎＢ,２ｗｅｒｅｅｑｕａｌｔｏｔｈｏｓｅｉｎＣﾙJo7e"α，andpantothenicacidandbiotinwere
higherthanthoseinC〃0γβ"α・

Fromtheseresults,itwasconcludedthatCﾙαβ/0〃r0Jsi”I8xisasuperiorvitaminsourceasthediet
fbrthelarvaeofmarineanimals．

近年，沿岸増･養殖用の種苗生産の目的で各種の水産動物幼生の飼育が試験されているが，

ふ化後初期の幼生に対する適当な餌料生物の選択および入手が問題になっている．梅林'）に

より分離された珪藻の一種，CAaejo"'wsj”伽は大きさが３－４ﾉαで海水中に懸垂すること，

大量培養が容易であること，水質に悪影響をあたえぬことなどから，クロアワビ，アサリ，

ハマグリ，シオフキ，ムラサキイガイ，丑"e”αのnauplius,ある種のCoPePodaなどの餌

料生物として有効であることがわかり1),2),3)，またマベ4)やアカウニ5)などについても良い

結果がえられている．

一般に餌料生物は消化し易く，栄養価の高いことが必要条件であるが，餌料生物の栄養的

価値についての研究は少ない．荻野6)はＣＡａ"ocemssj”J〃など数種の天然餌料の一般組成

および蛋白質のアミノ酸組成を分析し，これらの天然餌料はいずれも栄養価の優れた蛋白質

の含量が高いことを指摘した．

本研究はＣﾙα"0“γOSSj”伽について，餌料生物の栄養的価値を決定する重要な因子の一

つであるビタミンＢ群を測定し，他の藻類と比較した結果を報告する．

＊鹿児島大学水産学部水産化学教室(LaboratoryofFisheriesChemistry,FacultyofFisheries,Kagoshima
University,Kagoshima,Japan）
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試料および実験方法

試料分析に供したＣＡα"ocems””んzOsTENFELDvar.cαﾉc"7wzsPAuLsENは鹿児島県水

産試験場大島分場より提供されたもので，培養および試料の処理法は次の通りである．

天然（綿炉過）海水８－９Ｊに対して梅林1)の人工海水１－２Jを加え，80-90.Ｃで30分間

滅菌した培養液を用いて，蛍光灯下（照度１０００lux位）で通気しながら，23-25.C’約７

－１０日間培養したのち(繁殖濃度120万cells/ｍﾉ位)，３０００rpmで１０分間遠心分離して藻体

を集め，食塩水で洗源後，70-80.Ｃで乾燥し，分析に用いるまで冷蔵庫に密封保存した．

Table１．Microbiologicalmethodfbrvitamindetermination

Vitamins

Thiamine

RiboHavin

Nicotinic

acid

Pantothenic

acid

VitaminB6-

complex

］Ⅱ【

Folicacid

Preparationofsamples

Thesample（１９.)washeatedatlOOoC

withlOvol・ｏｆＮ/lOH2SO4fbr30min.，

hydrolyzedwithlOOmg・ofTakadiastase

(37°Ｃ,24hrs.,ｐＨ4.5)；pHadjustedto

6､６

Thesample（１９.）washydrolyzedwith

N/ｌＯＨＣｌａｔｌ５１ｂｓ、ｆｂｒｌ５ｍｉｎ.，pH

adjustedto4､5,filtered,pHadjustedto

6､８

Thesample（１９.）Washydrolyzedwith

lOmJ．ｏｆｌＮＨ２ＳＯ４ａｔｌ５１ｂｓ･ｆｂｒ３０

ｍｉｎ.；neutralizedtopH7､０

Thesample(１９.)wassuspendedinO､2％

aceticacidwithO､４９.ｏｆＭｙｌａｓｅＰ，ａｔ

ｐＨ４．５；extractedat50oCfbr3hrs.；

neutralizedtoPH6､８

Thesample（１９.）washydrolyzedwith

50mﾉ．ｏｆ０．４４ＮＨ２ＳＯ４ａｔ２０１ｂｓ・fbrl

hr.；pHadjustedto5､２

】Ｉｒ

【〕‘ａｔＩ５１ｂＲ－ｆｌｎ

３ｄｔｏＤＨ６,８－７.(」

Thesample(１９.)wassuspendedinlM

Na-acetatewithｌＯＯｍｇ・ofTakadiastase，

ａｔｐＨ４．０；extractedat37oCfbr24hrs.；

neutralizedtopH6､８

v伽肌棚撚窯繍；

……|駕犠f;。 Method

Ｌα“06αc"伽

./brm‘"〃３６

(ATCC9338）

Ｌα“06αc"伽

‘αsei

(ATCC7469）

37.Ｃ,ｌ６ｈｒｓ． Turbidimetry

37.C,l8hrs・lTurbidimetry

蝋1…伽 Turbidimetry

Lac＃06αc"伽

〃α6加皿３１７－５

(ATCC8014）

Sα“〃”0叩“S
c”肋βrge"血
4228

(ATCC9090）

JMF』

37.Ｃ，ｌ８ｈｒｓ． Turbidimetry

30.Ｃ，ｌ６ｈｒＳ． Turbidimetry

蝋,,|鴨…|……
Ｌα“O6acj"Izs

Jejc伽”減

(ATCC4797）

37.Ｃ，
l8-24hrs,lTurbidimct『ｙ
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一般分析法粗蛋白質，粗脂質，粗繊維および灰分は常法により定量した．炭水化物は上

記総計との差により算出した．

ビタミンＢ群の定量法ビタミンＢ群はチアミン，リポフラビン，ニコチン酸，パントテ

ン酸，ビタミンB６，ビオチン，葉酸およびビタミンB12を微生物学的定量法により測定した．

試料の調製法，定量菌，培養条件などはＴａｂｌｅｌに示す通りである．

結果および考察

Ｃﾙα"0"”s魂”伽の一般組成はTable2に示す．Ｃﾙα"ocemssf”伽の蛋白質含量は２２．８

Table２．Chemicalcompositionofdiatom,Ｃ&ａｅｊ０"r0Ssj”伽

Crudeprotein

Crude歯t

Crudefiber

Ash

Carbohydrate＊

％ｏｎｄｒｙｂａｓｉｓ

22.8

18.1

2.1

35.2

21.8

＊bydiflbrence

％で，一般に海藻類より高い値を示しているが，緑藻CAJO"此の５０％には及ばない．これ

まで珪藻類の蛋白質含量は高いことが報告されており7),8),9)，荻野6)はＣﾙaeZ0c8mssj”伽に

ついて34.3％を測定している．しかし藻体の化学組成は培養液の組成や藻体の年令などで異

なり，とくに窒素欠乏培養液の古い藻体では蛋白質が少なく脂質が増加するので'0)''')，荻

野の測定値に比べて蛋白質含量が少なく脂質含量が多いのは，これに起因するのではないか

と推定される．粗繊維は2.1％で少ないが，これはcelluloseまたはhemi-celluloseの細胞膜

が少なく，餌料として消化され易いものと考えられる．灰分は35.2％で高い値を示している

Table３．VitaminBcontentsindiatom,Ｃｈａｅﾉ0"γ“ｓ”ﾉβxandgreenalgae,伽ｏｒe"α８J伽0枕α
ａｎｄ＆e剛"”s伽抑＄（ﾉα9./9.ｏｎｄｒｙｂａｓｉｓ）

ＶｉｔａｍｉｎＳ

Thiamine

RiboHavin

Nicotinicacid

Pantothenicacid

VitaminB6-complex
Biotin

Folicacid

VitaminB12

Authors

Diatom

C〃αe'0〃γ０３

ｓj”Jex

3.15

5.33

62.3

29.5

1.84

1.75

2.１０

０．０４６８

present

author

ＣｈＪ０ｒ８"α

β卿s0jdea

１０－２３

２３－３７

１１２－１２５

3.5-8.6

0.3-2.5

0.19-0.23

22-47

0.042-0.089＊

Greenalgae

S〃"８．８３ｍ“

０６"9“＄

２．７

３８－４３

７３－１０７

１２－１７

１．８*＊

０．２

6.0

0.0015**＊

（fresh）

｜伽圃璽醗謡,州§ｊ弓MoRIMuRA'2）

雲………･"|蝋謡謡加ＳＡＴＯ'4）
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が，珪藻の場合藻体にＳｉを多量に含むためと思われる．

Ｃｈａｅｊ０"mssj”伽のビタミンＢ群含量はチアミン3.15,リポフラビン５．３３，ニコチン酸

62.3,パントテン酸29.5,ビタミンＢ61.84,ピオチン1.75,葉酸２．１０およびビタミン

B120.0468ﾉug/ｇで，緑藻Ｃﾙ伽"α８脚soj伽α12),14)，＆‘"‘虎s柳"so６"卿sl3),14）と比較した値

をTable3に示す．Ｃﾙα"ocgmssj”伽のビタミンＢ群は海藻類15),16),17),18）に比較すれば一

般にその含量は高い．ビタミン含量の最も高い藻類の一つであるｃＡんγc肋と比較しても，チ

アミン，リポフラピン，ニコチン酸，葉酸はｃハル""αより低い値を示しているが，ビタミ

ンＢ６，ビタミンB12はＣﾙん花肋と同程度，パントテン酸とピオチンはＣハル”"αよりはるか

に多く，ｃﾙaezO"ｍｓｓｊ”伽は水産動物幼生の餌料生物として，良質の蛋白質と共にビタミ

ン給源としても優れたものといえる．

MoRIMuRA12)はＣﾙ肋""α８J〃soj伽αを同調培養して，その生活環中における各段階におい

てビタミン含量が変化することを報告し，ＢＲｏｗＮら19)，OKuDAおよびYAMAGucHI20)は

藍藻のビタミンＢ12合成能が培養液中に添加したＣＯにより促進されることを，また著者21）

も緑藻UZtﾉαのビタミンＢ１２合成能が培養液の組成により異なることを報告したが，一般に

藻体中のビタミン含量は培養液の種類や年令により変化するので，Ｃﾙａｅｊ０ｃｃｍｓの場合も前駆

物質の添加など培養液の改良や培養法の吟味により，ビタミン含量はさらに増加することが

可能であると考えられる．

本実験に使用したＣﾉhaeZ0"mssj岬加OsTENFELDvar.cα航7wzsPAuLsENはbacteria-fiFee

種による無菌培養の細胞ではないので，そのビタミン含量はＣﾙaeZOceγ0ｓの細胞内で合成あ

るいは吸収されたものだけであるかどうか不明である．梅林'）によれば，ｃ〃αezOce”ssj”伽

はビタミンＢ12無添加の培養液でも十分に繁殖したと述べているが，これは無菌培養ではな

かったので，果してビタミンB12を要求するかどうか明らかでない．またＣﾙα"ocemsん""

Z伽"S,ＣﾙaeZOCemSpeZZZg畑S,CAaeZ0"、Sゆ.はビタミンB12を要求することが報告22）されてい

るので，珪藻のビタミン合成に関する問題については，さらに無菌培養により明確にされな

ければならない．

試料を提供いただいた鹿児島県水産試験場大島分場の塩満捷夫氏，黒木克宣氏ならびに御

助言をいただいた本学柏田研一教授，実験に協力された川崎満康氏に心から感謝の意を表す．

要約

水産動物幼生の餌料生物としての珪藻ＣﾙacZ0cemssj”ん〃について，ビタミンＢ群含量を

微生物定量法により測定した結果，そのビタミンＢ群含量は一般に豊富であり，藻類中ビタ

ミンを最も多量に含むものとして知られているＣ肋""αと比較しても，チアミン，リポフ

ラビン，ニコチン酸，葉酸含量はＣﾙん""αより低い値を示したが，ビタミンＢ６，ビタミン

B12はＣＡん""αと同程度,パントテン酸とビオチンはCAJ0花脆を上廻り，Ｃﾙα"0“”SSj”伽

は水産動物幼生の餌料生物として優れたビタミン給源であることがわかった．
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